
熊
本
県
本
渡
市
方
言
の
実
態

（
人
称
代
名
詞
及
び
助
詞
の
体
系
）

天
草
方
言
の
研
究
と
し
て
は
通
時
的
・
共
時
的
研
究
室
聞
は
多
い
が

現
在
の
方
言
使
用
の
実
態
に
迫
る
も
の
特
に
品
詞
の
面
か
ら
見
た
も

の
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
人
称
代
名
調
と
助
調
の
二
つ
の

日
間
詞
に
絞
っ
て
現
在
の
方
言
使
用
の
実
態
に
つ
い
て
多
角
的
に
捕
え

た
い
と
の
考
え
か
ら
調
査
を
行
っ
た
。

人
称
代
名
詞
と
助
詞
の
二
点
に
調
査
目
的
を
絞
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
第
一
に
一
言
語
を
体
系
的
に
調
査
す
る
場
合
比
較
的
整
然
と
し
た

結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
、
第
二
に
待
遇
関

係
に
よ
る
違
い
が
見
極
め
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。こ

の
点
は
結
果
的
に
見
る
と
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
人
称
代
名
詞
が
比
較
的
時
代
の
変
化
に
流
さ
れ
や

す
く
、
い
わ
ば
時
代
の
流
行
を
取
り
入
れ
易
い
品
詞
で
あ
る
と
言
え

る
の
に
対
し
て
、
助
調
は
保
守
性
が
強
く
長
い
時
代
を
不
変
の
形
で

残
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
方
言
と
い
う
認
識
が
使
用
し
て
い
る

人
々
の
聞
に
お
い
て
な
さ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
調
奈
川
的
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。

十
六
回
卒

金

力日

子

美

年
代
層
区
別
は
五
つ
と
し
た
。
ハ
門
中
学
生
川
円
高
校
生
同
青
年
層

（
一
九

1
三
九
歳
）
伺
中
年
層
（
四

0
1五
九
歳
）
伺
高
年
層
（
六

O
歳
以
上
）
そ
し
て
、
こ
の
場
合
調
査
対
象
者
が
言
語
形
成
期
（
注

l
）
を
本
渡
市
で
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
最
低
条
件
で
あ
っ

た
。
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
一
度
も
本
渡
市
か
ら
転
出
し
た
こ
と

の
無
い
人
が
被
調
査
者
と
し
て
は
最
も
適
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
条
件
を
満
た
す
人
を
各
年
代
層
に
渡
っ
て
探
し
出
す
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
の
で
、
前
述
の
条
件
を
最
低
ラ
イ
ン
と
し
た
。

次
に
調
査
の
方
法
で
あ
る
が
、
人
称
代
名
詞
に
つ
い
て
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
自
然
傍
受
法
で

調
べ
た
。
そ
し
て
、
本
渡
方
言
に
お
い
て
残
っ
て
い
る
人
称
代
名
調

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
、
が
あ
る
か
、
男
女
差
は
関
係
が
あ
る
の
か
、

又
、
社
会
的
要
因
は
影
響
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
等
を
明
ら
か
に
し

た
助
詞
に
つ
い
て
は
面
接
調
査
・
自
然
傍
受
法
が
中
心
に
な
る
の
で

確
実
に
本
渡
市
で
生
ま
れ
育
っ
て
外
へ
出
た
こ
と
が
無
い
人
を
選
ん

だ
。
し
か
し
人
数
的
に
限
ら
れ
た
数
し
か
出
き
な
か
っ
た
。
又
、
調
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査
期
間
は
昭
和
六
二
年
八
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間
で
あ
る
。

こ
こ
で
調
査
地
域
の
概
略
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
本
渡
市

は
昭
和
二
九
年
四
月
に
市
政
が
施
行
さ
れ
、
現
在
、
本
渡
町
・
佐
伊

津
町
・
本
町
・
亀
場
町
・
炉
宇
土
町
・
楠
浦
町
・
下
浦
町
・
志
柿
町

・
宮
地
岳
町
の
九
つ
の
町
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
三
年
八
月
現

在
の
市
の
人
口
は
、
四
三

O
八
五
人
（
男
性
一
九
九
六
九
人
・
女
性

一
一
一
一
一
二
ハ
人
〉
で
あ
り
天
草
郡
市
の
文
化
・
経
済
・
政
治
の
中
心

地
と
し
て
、
上
島
・
下
島
を
中
心
に
一
二

O
余
の
島
々
か
ら
な
る
天

草
全
体
の
交
通
の
要
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
在
過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
、
転
入
が
一
日
平
均
六
・
三
人

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
転
出
は
七
・
三
一
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
（
注
一
九
八
四
年
本
渡
市
役
所
資
料
）

こ
の
よ
う
な
環
境
に
生
活
し
て
い
る
本
渡
市
の
人
々
が
ど
の
よ
う

な
言
語
を
使
用
し
て
い
る
の
か
、
又
近
年
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
普
及

発
達
に
よ
っ
て
、
言
語
に
か
な
り
の
変
化
が
見
ら
れ
共
通
語
化
が
進

ん
で
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問
点
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
く
こ
と
が
地
域
選
定
の
理
由
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
調
査
対
象
者
は
総
数
一
六

O
名
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
男
性
七
回
名
、
女
性
八
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
分
布
は

表
1
の
と
う
り
で
あ
る
。

1 

年齢幅 男 女

12～15 52 57 

16～20 7 6 

21～25 3 

26～30 。5 

31～35 5 1 

36～40 2 5 

41～45 。1 

46～50 3 1 

51～55 2 2 

56～60 。1 

61～65 。1 

66～70 1 

71～80 1 

81～90 。1 

合計 74 86 

表
中
学
生
は
十
三
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
生
徒
が
い
た
の
で
年
齢
層

の
幅
を
三
一
歳
と
し
た
が
、
以
降
は
四
歳
と
し
て
い
る
。
又
、
高
年
層

に
つ
い
て
も
調
査
対
象
者
が
少
数
で
あ
っ
た
の
で
例
外
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
表
2
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
て

調
査
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
項
目
は
、
一
人
称
お
項
目
、

二
人
称
口
項
目
、
＝
一
人
称
羽
項
目
、
不
定
称
6
項
目
と
な
っ
て
お
り

そ
の
他
、
性
別
・
年
齢
・
職
業
・
最
終
学
歴
・
言
語
形
成
期
を
本
渡

市
で
過
ご
し
た
か
否
か
を
調
べ
る
欄
を
設
け
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
付
年
代
層
間
の
比
較
、
り
男
女
間
の
比
較
、

同
各
人
称
ご
と
の
比
較
に
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
④
よ
く
使
う
、
＠

知
っ
て
い
る
が
あ
ま
り
使
わ
な
い
も
の
、
①
知
ら
な
い
も
の
の
割
合

を
統
計
に
と
り
検
討
・
研
究
し
た
結
果
、
以
下
の
六
つ
が
結
論
づ
け

ら
れ
た
。

ハ
円
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
方
言
の
人
称
代
名
詞
を
使
用
す
る

人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
（
表
3
を
参
照
〉
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本渡市方言に関するアンケート

（人称代名詞〉

氏名

1 性別

2 年齢

3 職業

4 最終学歴

5 本渡市 町に何年住んで

いますか。
6 住所

7 他の市に住んでいた人は、〈 〉歳

～（〉歳まで（ 〉

に住んでいた。

次の90項目について

・よく使うもの 0 
－知っているがあまり使わないものム

・知らないもの x 
をつけてください

※相手によって使うか使わないかが違う場

合は、あなたの一番親しい人と話す場面

を思いうかべてください。

No. 方言 0ム x 共通語の意味

1 おい わたし

2 おどみ わたし

3 おどん わたし

4 おり わたし

5 おる わたし

6 まっ式こし、 h-t.:. L-

7 あたし まっTニし

8 こっちゃま オコTこし

9 のむ ＃フずこし

10 わし オ・yf:ニし

No. 方百 。ム〉〈 共通語の意味

11 オっし、 わたし

12 おいどん わたし・わたしたも

13 おっだ わたし・わたしたち

14 おったち わたし・わたしたち

15 おっどん わたし・わたしたち

16 おっどみ わたし・わたしたち

17 おっどむ わたし・わたしたち

18 おつども わたし・わたしたち

19 んだ わたし・わたしたち

20 んどみ わたし・わたしたち

21 んどむ わたし・わたしたち

22 んどめ わたし・わたしたち

23 んどん わたし・わたしたち

24 んのん わたし・わたしたち

25 わし、どん わたし・わたしたち

26 おどんどん わたしたち

27 おりどむ わたしたち

28 おりどん わたしたち

29 あんた あなた

30 うな きさま・おまえ

31 うんどts おまえたち

32 おどりや おまえくは〉

33 おまい おまえ

34 おどる こやっ・こし、っ

35 おみやー おまえ

36 おめー おまえ

37 こんた おまえ

38 tこし おまえ

39 ぬし おまえ

40 ぬしどん おまえたち

41 オコり おまえ

42 やど きみ・おまえ

43 あんたがた あなたたち

44 あんたたち あなたたち

45 こんたたち おまえたち

46 あなれ あのひと

47 あのし あのおかた

48 あやつ あいつ

49 あり あのひと

50 あんし あのひと・あのかた

No. 方言 0ム x 共通語の意味

51 あい かのひと

52 あんじよ あのもの

53 あんふと あのひと

54 あんまり あのひと

55 あんもん あのひと

56 あんわり あのひと

57 あんわれ あのひと

58 あいどん かれら

59 あっどん 古ミ士Lら

60 方、:hし あの男のひと

61 かのじま あの女のひと

62 こんし このひと

63 そんし そのひと

64 こA，品量三 このひと

65 そんふと そのひと

66 そっどん それたち

67 こすと このひと

68 こっどみ これたち

69 こっどん これたち

70 こなれ このひと

71 このし このひと

72 このふと このひと

73 こんまれ このひと

74 こんまり このひと

75 こんもん このもの

76 こんわり このひと

77 こんわれ このひと

78 そやっ そいつ

79 そんまり そのひと

80 そんまれ そのひと

81 そんわり そのひと

82 そんわる そのひと

83 そんわれ そのひと

84 そいどん それたち・そのひとたち

85 どんふたち どのひとたち

86 どなた どのひと

87 どんわり どのひと

88 どやっ どいつ

89 Tごり だれ

90 どんし どのひと

ー
由
回
｜



表 3

高年 中年 青年 高 校 中学lア4
32.1 

3.5 

32.1 

7.1 

・25.0 

23.6 。
64.8 。
11.8 

63.8 

2.6 

25.6 。
18.0 

50.0 。
33.3 。
16.7 

・イ項

・ロ項

・ハ行一

3.5 3ゐ5 。3.5 。 。 。 。
64.3 71.4 53.6 28.6 

3.5 。3.5 。
25.0 25.0 42.9 67.9 

11.8 11.8 11.8 11.8 

5.9 。 。 。
58.9 58.9 41.2 29.4 

5.9 。 。 。
17.6 29.4 47.1 58.9 

5.1 7.7 5.1 5.1 

5.1 2.6 5.1 。
59.0 59.0 41.0 20.5 。2.6 2.6 。
30.8 28.2 46.2 74.4 

16.7 16.7 。 。
。 。 。 。

50.0 66.7 83.3 33.3 。 。 。 。
33.8 16.7 16.7 66.7 

④の割合が他の 2つより高い項目数

その人称の項目数

④と＠の割合が同率のものの項目数

その人称の項目数

⑥の割合が他の 2つより高い項目数

その人称の項目数

・ 項＝ ＠と①の割合が道立のものの項目数

その人称の項目数

・ホ項
①の割合が他の 2つより高い項目数

その人称の項目数

-57一

イ

ロ

ノ、

一
ホ

イ

ロ

ノ、

一
ホ

イ

ロ

ノ、

一
ホ

イ

ロ

ノ、

一
ホ

人

称

人

称

人

称

人

称

不

定

称



り
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
方
言
の
代
名
詞
を
使
用
す
る
。

付
全
年
代
層
の
す
べ
て
の
人
称
に
お
い
て
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
方

言
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
一
人
称
の
「
こ
っ

ち
ゃ
ま
」
「
の
む
」
「
ん
の
ん
」
「
お
ど
ん
ど
ん
」
、
二
人
称
の
「
や

ど
」
な
ど
が
あ
る
。

同
一
次
産
業
に
携
わ
る
人
達
の
中
に
方
言
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

伺
全
年
代
層
を
通
じ
て
三
人
称
の
「
め
ん
た
」
「
あ
ん
た
た
ち
」
は

よ
く
使
用
す
る
方
言
の
上
位
二
項
で
あ
る
。

的
全
体
的
に
見
て
二
人
称
は
年
代
差
が
小
さ
く
、
方
言
使
用
率
は

他
の
人
称
に
比
べ
て
最
も
高
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
親
し
い

間
柄
で
会
話
を
行
う
場
合
に
は
一
人
称
は
省
略
さ
れ
や
す
い
し
、

又
、
三
人
称
に
つ
い
て
は
人
称
代
名
詞
を
使
用
す
る
よ
り
も
姓
名

で
呼
ん
だ
り
、
又
、
普
通
名
詞
を
用
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と

の
推
論
を
立
て
た
。

次
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
決
か
を
よ
り
信
愚
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
自
然
傍
受
法
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
。
す
べ
て
日
常
の
中
で

話
し
て
い
る
場
面
を
収
録
し
た
の
で
現
在
本
渡
市
で
実
際
生
活
の
中

で
使
用
さ
れ
て
い
る
方
言
そ
の
も
の
で
あ
る
。

－
A

（
四
十
代
主
婦
・
高
校
卒
・
生
年
よ
り
本
渡
市
に
在
住
）

－
B

（
五
十
代
男
性
・
漁
業
・
小
学
校
卒
・
生
年
よ
り
本
渡
市
在

住）

・
C

（
七
十
代
女
性
・
生
家
府
山
本
と
も
に
一
五
庄
屋
・
女
学
校
卒
・
生

年
よ
り
本
渡
市
に
本
作
）

－
D

（
八
十
代
女
性
・
夫
は
一
川
銀
行
円
以
・
小
学
校
卒
・
生
年
よ
り
本

渡
市
在
住
）

－
E
（
七
十
代
男
性
・
元
高
校
教
諭
・
大
学
卒
・
大
学
四
年
間
東
京

遊
学
・
現
在
宇
土
郡
在
住
）

A
と
B
は
親
戚
・

A
と
C
は
姪
と
伯
母
・

D
と
E
は
甥
と
伯
母
の

間
柄
で
あ
り
、
ご
く
親
し
い
人
間
関
係
に
お
け
る
自
然
会
話
で
あ
っ

た
が
、
ま
ず
一
人
称
に
つ
い
て
述
べ
る
と
す
る
と
、

A
は
「
ワ
タ

シ
」
を
ほ
と
ん
ど
の
場
合
使
用
し
て
い
る
が
。

B
・
C
・
D
－
E
に

つ
い
て
は
男
女
を
問
わ
ず
に
「
オ
リ
」
又
は
「
ワ
シ
」
の
使
用
が
目

に
つ
い
た
。
二
人
称
に
つ
い
て
は
全
員
「
ア
ン
タ
」
「
ア
ン
タ
タ
チ
」

が
主
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
に
同
輩
以
下
へ
の
使
用
が
多
か
っ
た
。

又
、
す
べ
て
の
人
称
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
知
っ

て
い
る
人
が
少
な
か
っ
た
方
言
に
つ
い
て
は
使
用
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
こ
の
自
然
傍
受
法
の
調
査
・
研
究
に
お
い
て
も
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
結
果
か
ら
結
論
付
け
ら
れ
た
前
術
の
付
1
付
が
顕
著
な
も

の
と
な
っ
た
。
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次
に
も
う
一
方
の
助
詞
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
助
詞
に
つ
い

て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
の
で
自
然
傍
受
法

・
質
問
法
で
調
査
を
行
っ
た
。
助
詞
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
ハ
け
格
助

詞
・

ω副
助
詞
－
H
W
接
続
助
詞
・
同
終
助
詞
に
絞
り
、
研
究
す
る
に

当
た
っ
て
は
「
講
座
方
言
学
同
九
州
地
方
の
方
言
」
（
国
書
刊
行
会
）

「
熊
本
県
南
部
方
言
考
」
（
斎
藤
俊
三
著
）
を
参
照
し
た
。

け

格

助

詞

最
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
の
が
「
ノ
」
と
「
ガ
」
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
助
詞
の
使
い
分
け
と
し
て
は
文
中
の
述
語
句
に
体
言
句
を

含
ま
な
い
場
合
に
は
「
ノ
」
を
、
含
ま
れ
る
場
合
に
は
「
ガ
」
を
用



い
て
い
る
。
共
通
語
の
「
（
）
の
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
は

「
ン
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
体
言
に
の
み
接
続
す
る
。
例
と
し
て
は
、

・
テ
ン
キ
ン
ワ
ル
カ

J

ア
ス
ナ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
又
、
共
通
語
の
「
を
」
に
相
当
す
る

「
パ
」
、
共
通
語
の
「
へ
」
（
方
向
を
表
す
）
に
相
当
す
る
「
サ
ネ
」
、

同
様
に
方
向
を
表
す
が
前
述
の
「
サ
ネ
」
に
比
較
し
て
比
較
的
若
い

世
代
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
サ
ン
」
が
あ
っ
た
。
他
に

・
ア
ス
ケ
ニ
ャ
ク
ワ

J

ジ
モ
ジ
ャ
カ
ッ
タ
カ
イ
。

の
よ
う
に
共
通
語
「
に
は
」
に
相
当
す
る
助
詞
も
広
く
使
用
さ
れ
て

し
た同

副

助

詞

ま
ず
一
番
広
く
各
世
代
に
渡
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
が
「
パ
ッ

カ
リ
」
で
あ
り
、
こ
の
助
詞
は
体
言
用
語
と
も
に
接
続
し
て
い
る
。

共
通
語
の
「
で
も
」
「
て
も
」
に
相
当
す
る
「
デ
ン
」
「
テ
ン
」

や
也
、

・
イ
ツ
デ
ン
ヨ
カ
ッ
カ
ナ
。
（
何
時
で
も
よ
い
か
。
〉

・
イ
ッ
テ
ン
ヨ
カ
ッ
カ
ナ
。
（
行
っ
て
も
よ
い
か
。
）

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
又
、
共
通
語
の
「
ぐ
ら
い
」
に
相
当

す
る
「
グ
レ
」
・
「
グ
リ
ャ
！
」
や
、
共
通
語
「
だ
け
」
に
相
当
し
、

量
を
表
す
「
シ
コ
」
（
例
・
ド
ガ
シ
コ
・
コ
ガ
シ
コ
・
ア
ガ
シ
コ
）
、

共
通
語
の
「
な
り
と
も
」
に
当
た
る
「
ナ
ッ
ト
」
が
特
徴
的
な
も
の

と
し
て
見
ら
れ
た
。

同
接
続
助
詞

（
順
接
の
接
続
助
詞
）

ま
ず
前
件
・
後
件
を
順
当
に
結
び
つ
け
る
表
現
を
つ
く
り
、
共
通

語
で
は
「
の
で
」
「
か
ら
」
に
相
当
す
る
「
デ
」
が
各
年
代
層
に

渡
っ
て
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。
又
、
本
渡
に
お
い
て
は
「
ン
パ
」

0

・

・

0

「
ン
パ
ン
」
（
例
・
セ
ン
パ
ン
・
ユ
ワ
ン
パ
ン
）
の
形
で
用
い
ら
れ
る

っ
こ
が
あ
る
。

（
逆
接
の
接
続
助
詞
）

共
通
語
に
お
い
て
「
け
れ
ど
」
・
「
の
だ
が
」
に
当
た
る
「
パ
ッ

テ
」
「
パ
ッ
テ
ン
」
は
た
い
へ
ん
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。

・
ヨ
カ
ッ
タ
ッ
バ
ッ
テ
ン
（
よ
か
っ
た
の
だ
が
）

・
イ
ワ
ッ
ト
パ
ッ
テ
カ
（
一
言
う
の
だ
が
）

こ
の
「
パ
ッ
テ
ン
」
は
、
接
続
助
詞
「
が
」
と
結
ん
だ
形
の

「
パ
ッ
テ
ガ
」
や
そ
れ
ら
を
更
に
重
合
わ
せ
た
「
パ
ッ
テ
ン
ガ
」

「
パ
ッ
テ
ン
カ
」
等
の
形
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

伺

終

助

詞

（
疑
問
）

ま
ず
「
カ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
こ
れ
は
下
に
「
イ
・
タ
・
ナ
・
ヨ

・
ノ
・
ン
」
な
ど
が
付
い
て
使
用
さ
れ
る
事
が
多
い
。
又
、
体
言
や

体
言
助
詞
に
付
く
「
ナ
」
（
例
・
ナ
ン
パ
シ
ョ
ッ
ト
ナ
）
や
、
体
一
言
や

活
用
語
の
連
体
形
に
付
い
て
ご
く
親
し
い
間
柄
で
使
用
さ
れ
る

「
ヤ
」
が
主
な
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。

（
断
定
・
確
定
）

共
通
語
の
「
よ
」
・
「
ね
」
に
相
当
す
る
つ
ハ
イ
」
・
「
パ
ナ
」

が
比
較
的
高
い
年
代
層
で
見
ら
れ
た
。
又
、
少
し
投
げ
や
り
な
言
い

方
で
「
よ
」
・
「
だ
」
に
当
た
る
「
タ
イ
」
・
「
タ
」
は
若
い
世
代

に
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
「
ワ
イ
」
「
ワ
ナ
」
・
共
通
語
で

は
「

1
で
す
よ
」
に
相
当
す
る
「
サ
ナ
」
や
怒
気
を
含
み
、

nwu 
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－
ア
ン
オ
ト
コ
ワ
ツ
マ
ラ
ン
ト
ザ
ン
。

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
劫
調
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
自
然
傍
受
法
か
ら
得

た
資
料
を
も
と
に
し
て
検
討
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
人
称
代

名
調
と
比
較
し
た
場
合
男
女
差
・
年
代
差
に
よ
る
違
い
も
ご
く
わ
ず

か
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
つ
ま
り
端
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
前
に

も
述
べ
た
と
う
り
、
助
詞
は
保
守
性
が
強
く
容
易
に
変
化
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
助
詞
は
活
用
語
に
付
属
し
て
文
章
表
現
に
用

い
ら
れ
る
時
に
お
い
て
の
み
意
味
が
あ
り
、
単
に
付
属
語
と
し
て
見

i

る
な
ら
ば
音
節
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
か
な
り
不
変
的
で
あ
り
方
言

研
究
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

本
渡
方
言
の
人
称
代
名
詞
と
助
調
か
ら
見
た
実
態
に
は
人
的
要
因

と
社
会
的
要
因
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

付
人
的
要
因
に
つ
い
て

第
一
に
年
齢
差
で
あ
る
。
年
代
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
方
言
使
用

率
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
人
称
代
名
調
に
お
い
て
特
に
顕
著

な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

第
二
に
男
女
差
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
端
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
明
ら

か
に
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が
か
な
り
方
言
を
使
用
す
る
率
が
高
い

と
い
う
調
査
結
果
が
出
た
。
そ
し
て
こ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
付
男
女
の
本
質
的
な
差
恥
心
の
迎
い
、
同
社
会
の
中
に
お
け
る

位
置
、
同
性
役
割
の
違
い
、
等
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

。
社
会
的
要
因
に
つ
い
て

社
会
的
要
因
と
し
て
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
職
業
・
身

分
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
農
業
・
漁
業
な
ど
の
一
次
産
業
に
従
事
し
て

い
る
人
々
（
注
・
こ
の
場
合
は
特
に
専
業
を
指
す
）
の
中
に
は
生
抜

の
方
言
が
比
較
的
使
用
さ
れ
て
お
り
、
接
客
業
や
公
務
員
な
ど
で
は

逆
に
方
言
使
用
を
意
識
的
に
控
え
よ
う
と
す
る
傾
向
や
、
自
分
は
方

言
を
使
用
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま

た
両
親
の
職
業
や
学
歴
が
そ
の
子
ど
も
の
言
語
生
活
に
ま
で
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

第
二
に
地
域
差
で
あ
る
。
本
渡
市
の
中
に
お
い
て
も
人
口
密
度
が

高
く
官
公
庁
や
学
校
の
集
中
し
て
い
る
本
渡
町
と
そ
の
他
の
八
つ
の

町
で
は
か
な
り
の
違
い
が
現
在
に
お
い
て
も
顕
著
に
見
ら
れ
た
し
、

又
海
に
面
し
て
お
り
漁
業
従
事
者
の
多
い
佐
伊
津
町
と
山
に
固
ま
れ

た
宮
地
岳
町
と
で
も
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
言
語
と
い
う
も
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
螺
旋
状

に
か
ら
み
合
い
な
が
ら
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
今
回
の
本

渡
市
方
言
の
研
究
に
お
い
て
は
、
人
称
代
名
詞
と
助
調
の
二
つ
の
品

詞
に
絞
っ
て
体
系
的
な
探
り
を
入
れ
た
い
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、

カ
ネ
不
足
か
ら
多
く
の
不
備
な
点
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に

残
念
で
あ
る
。

方
言
は
生
き
た
人
間
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
血
の
通
っ
た
言
葉
で

あ
る
か
ら
、
方
言
研
究
は
あ
く
ま
で
も
泥
く
さ
い
、
体
当
り
の
学
問

で
あ
り
続
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注
注
1

一
人
の
人
間
の
言
語
が
形
成
さ
れ
る
時
期
こ
こ
で
は
十
二
歳
ま

で
を
指
す
。




